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生年月日：1921（大正 10）年 10 月 14 日（生）～ 1986 年（昭和 61 年）10 月 20 日（没）

出身：島根県浜田市

競技：体操競技

【経歴】

1940 年　島根県立浜田中学校（現島根県立浜田高等学校）卒業

1942 年　日本体育専門学校（現日本体育大学）卒業

1942 年　日本体育大学助手

1947 年　松江市立家政高等女学校教諭

1949 年　島根県立浜田水産高校教諭

1950 年　本郷高等学校教諭

1952 年　私立開成学園高校教諭

【競技歴】

1938 年　全日本中等学校選手権：優勝

1942 年　東亜大会：個人総合２位

1950 年　日米対抗日本代表選手

1952 年　ヘルシンキオリンピック：種目別徒手／銀，種目別跳馬／銅，団体５位

1953 年　日米対抗日本代表選手

本稿は「研究プロジェクト：日体大とオリンピックの関わり」の一環として実施した調査をもと

に構成されている．本調査は出身地である島根県浜田市にて 2018 年 1 月 22 日，23 日に行った．

本調査では，浜田市教育委員会を初め，浜田市立中央図書館，島根県立体育館（竹本正男アリー

ナ），浜田市浜田郷土資料館，島根県立浜田高校の方々に快くご協力いただきました．とくに資料

の情報のみならず多方面にわたりご協力いただいた木原圭司氏に厚くお礼申し上げます
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１．競技との出会い

上迫忠夫氏は，1921（大正 10）年 10 月 14 日，

現在の島根県浜田市に生まれた．小さい頃，両親

が仕事に出ており，毎日ふろの水汲みをしてそれ

が終わると友人と遊びに出かけていたという 1）．

上迫氏と体操との出会いは中学校のときである．

1935（昭和 10）年に島根県立浜田中学校（現島

根県立浜田高等学校）に入学すると予期せぬ形で

運動部への加入を決める．

私が浜中に入学して最初に入部したのはテニス

部でした．入部したというより，入部させられた

という方がいいのかも知れません．というのは，

一年の最初の博物の時間に我々は校庭に集合しま

した．始業のベルがなると先生がラケット二本と

ボール二個を持って現れ，何だろうと不思議に

思っているうちに授業？が始まりました．名簿順

に一人づつラケットを持たされ，先生と一対一で

打合いました．何のことはないテニスの素質テス

トでした．博物の先生はテニス部の部長であった

のです．一通りテストが終ると数名の者が呼び集

められ（私もその中の一人でした）入部するよう

命じられました．私としても特にこの運動がやり

たいという希望もなかったので，さっそく入部し

て練習を始めることになりました 2）

ひょんなことから上迫氏はテニス部に入部する

こととなった．ところが 2 か月ほど経過した 6 月

のある日，体操部への転部を決意する．

昼休みに砂場で遊んでいた時，上級生が鉄棒で

大車輪や宙返りをやるの見て度肝を抜かれまし

た．もとより車輪や宙返りを見るのは生まれて初

めてでした．テニスも二ヶ月を経過し興味も出て

来たところでしたが，車輪や宙返りの魅力には勝

てませんでした．血がさわいだと言うか，これこ

そ俺のやるべき運動だと直感しました 3）

こうして上迫氏は体操部への入部を決めた．こ

の時，砂場で繰り広げられる「大車輪や宙返り」

に度肝を抜かされていなかったら，上迫氏の人生

はまた違ったものとなっていただろう．

なおこの時，度肝を抜かされた上級生の中には

同じく日本体育大学出身で，ヘルシンキ（1952）・

メルボルン（1956）・ローマ（1960）と３大会で

メダルを獲得した竹本正男氏の姿があった 4）．17

年後，上迫氏と竹本氏は「島根が生んだ『体操兄

弟』」として体操競技個人種目初のオリンピック

のメダルを日本にもたらすことになる 5）．

体操部に入部したものの，当初は蹴上りでさえ

することができなかった上迫氏は，毎日昼休みに

も練習し技術を習得していく．宙返りができるよ

うになったときにはうれしくて夜も眠れないほど

であったという 6）．また屋外の砂場に建てられた

鉄棒は，バーのにぎりも太く弾力も全くないもの

であったという．雨が降らない限り毎日練習が行

われたこともあり手の皮はむけっぱなしで，そう

いう時は手に布切れをまいて練習を続けた 7）．こ

うした日々の努力，そして先輩に当たる竹本氏か

らの指導を受けた上迫氏は浜田中学在学時代に以

下のような戦績を残したのである 8）．

1937（昭和 12）年：浜田中学 3 年

第五回島根県体操選手権大会個人の部（中学校男

子）：2 位

第七回全日本中等学校体操選手権大会団体：3 位

第七回全日本中等学校体操選手権大会個人：1 位

1938（昭和 13）年：浜田中学 4 年

第六回島根県体操選手権大会個人の部（第一部）：

1 位

第八回全日本中等学校体操選手権大会団体（第一

部）：1 位

第八回全日本中等学校体操選手権大会個人の部：

2 位

第八回全日本中等学校体操選手権大会種目別跳

箱：1 位
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第八回全日本中等学校体操選手権大会種目別マッ

ト：1 位

1939（昭和 14）年：浜田中学 5 年

第十回明治神宮国民体育大会（兼第九回全日本中

等学校体操選手権大会）中等学校男子の部：2 位

第 1 回島根厚生大会中等学校男子一部（個人の

部）：1 位

２．日体大での思い出（選手生活での思い出）

1940（昭和 15）年 3 月に浜田中学を卒業すると，

同年 4 月に日本体育専門学校（現日本体育大学）

に入学した 9）．学生時代のエピソードとして残る

のは運動神経の良さを伝える記述である．バレー，

バスケット，陸上，柔道となんでも万能だった上

迫氏は，日本体育専門学校時代にはピンチヒッ

ターとして他の部から引っ張りだことなってお

り，上迫氏は求められるたびに快く引き受けてい

たという 10）．また在学中の 1942（昭和 17）年に

は東亜競技大会に出場し個人総合で 2 位となって

いる．

在学中の上迫氏に関する記述は，管見の限り上

述した運動神経の良さを伝えるエピソード以外に

確認することが出来ない．これには，わずか 2 年

での繰上卒業とその後の出征が大きく影響してい

る様に思われる．上迫氏は 1942（昭和 17）年 9

月には繰り上げ卒業となり，そのまま日体大の助

手となっている．しかし，間もなく軍に応召とな

り浜田の歩兵第二十一連隊に入隊，現インドネシ

アのスラウェシ島（セレベス島）に派兵された 11）．

上迫氏は出征経験のあるオリンピアンであった．

敗戦後，1946（昭和 21）年に帰国した上迫氏は，

日体大の助手を辞め故郷の島根県で教師になっ

た．1950（昭和 25）年には，日米対抗体操選手

権大会の補欠に選ばれたが，先輩の竹本氏から「オ

リンピック出場を目標とするなら東京に出なけれ

ば…」といわれ当時すでに子どもも２人いたが上

京を決意する．上京後は，本郷高校を経て私立開

成学園の教諭に就任し，同校に体操部を新設した．

就任後間もなくオリンピックの体操日本代表を決

める最終予選会が神奈川体育館で行われ，５位に

入り代表の座を獲得した 12）．

３．オリンピックでのメダル獲得

1952（昭和 27）年 7 月 19 日～ 8 月 3 日まで開

催されたヘルシンキオリンピックは，戦後になっ

て日本が初めて出場することのできた夏季オリン

ピックであった．独立回復間もない日本では日本

政府が賠償問題に重点を置き外貨の使用抑制を図

るため海外渡航者を極力抑えようとしていた．そ

のためにヘルシンキへの選手団の派遣も大人数に

することは出来ず，入賞圏内の選手のみを派遣す

る「精鋭主義」を掲げて選考が行われた．これま

でのオリンピックで目立った成績を上げていな

かった体操は男子のみ 5 名の派遣となった．これ

は団体戦に登録できる最小人数であった．選考の

結果選ばれたのは竹本正男，小野喬，金子明友，

鍋谷鉄己，上迫忠夫の 5 名である．小野喬は

1964 年の東京オリンピックで日本選手団団長を

務めた人物である．

この大会の団体戦は，１チーム８人制で競われ，

チーム得点は各種目の８選手の演技得点のうち，

よいもの５選手の得点を有効として計算する方式

であった．そのため，５人ぎりぎりでは１人も失

敗できない大きなハンデキャップだった．日本に

体操で初めての銀メダルをもたらした徒手は，午

後９時半から演技が始まった．金子選手，小野選

手，鍋谷選手に続いて上迫氏の出番が来た．落ち

着いておもむろに演技開始．『朝日新聞』は上迫

氏の演技を次の様に伝える．

上迫が両足を開いて体をマットにつけると大変

な拍手．この芸当は外人にはちょっとやれないの

で感嘆の拍手である．マットに体をべったりとつ

けるとワーッという歓声，こゝに見物に来ている

のは体操に経験がある人ばかりで相当に目のこえ
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た人が多い．ちょっとへたをするとすっかり拍手

がなくなってしまう 13）

上迫氏の得点は，合計 19.15 点．これはトップ

の選手の 19.25 点と差はわずか 0.1 点，金メダル

にあと一歩だったが，堂々の第２位だった．これ

が日本体操史上初のメダル獲得であった．跳馬で

も第 3 位となり銅メダルを獲得．後にお家芸とま

で言われる「体操ニッポン」の夜明けであった．

４．その後の人生

上迫氏は競技を引退した後も開成学園で教鞭を

執りながら日本体操界に貢献した．ローマオリン

ピックのコーチを初め，1962（昭和 37）年と

1966（昭和 41）年の世界選手権大会，1964（昭

和 39）年の東京オリンピックでは国際審判員を

務め，その後は，日本体操協会競技向上委員長，

女子競技本部長，普及委員長，理事，日体スワロー

クラブ副会長等を歴任した．オリンピックで２つ

のメダルを獲得した上迫氏だが，そのことを自分

から生徒に言うことはなかったという．そのため，

オリンピック当時の生徒はともかく何十年も経っ

てからの生徒はそのことを知らないほどであっ

た．決して自慢をしない人だった．また，人の批

判や悪口を決して言うことはなく，人がその様な

話をしていると「そのくらいにせいや」と諌めて

いたと伝えられる 14）．

５．上迫忠夫の言葉

上迫氏は出征を経験し敗戦後の社会情勢の中，

オリンピック出場を果たし日本体操史に初のメダ

ルをもたらした．戦争を乗り越えたメダリストで

あった．そして，長年教鞭を振るい生徒たちから

好かれる教師でもあった．残念ながら専門学校（日

体大）時代の記録を散見することはできなかった

が，スポーツ万能で先生になることを目指し進学

してきた上迫氏の姿は，いまでも多くの日体生と

重なることだろう．

最後に上迫氏が教鞭を執っていた折に生徒に向

けて語っていた言葉を後輩へのメッセージとして

ここに記し結びとしたい 15）．

「オリンピックや世界選手権における勝負は，

相手に勝つことではなく，自分自身に勝つことで

ある」

「結果は人が評価する．君に大切なのはその過

程だ」

「温室育ちは弱く，雑草は強い．自ら温室に入

るな．進んで野に出でよ」
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